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Abstract: In recent years, fiber Bragg gratings (FBGs), highly 

sensitive and flexible optical fiber sensors, have attracted 

attention in a wide range of fields. The purpose of this study 

is to develop an optical fiber-based force sensor. In this report, 

we describe basic research on the fabrication of silicon-

embedded FBG. 

 

１．はじめに 

筆者らは無誘導性や耐腐食性に優れる光ファイバセ

ンサのファイバブラッググレーティング（FBG）[1~3]を

用いたひずみ測定システムの開発を推進してきた．し

かし，FBG は側圧に対する感度が低い問題があった．

本文はシリコン埋め込み型 FBG の製作に関する基礎

検討を行った報告である． 

２．実験 

Fig. 1はシリコン埋め込み型 FBGの作成の流れであ

る．まずは 3D プリンタを使用し，ABS 樹脂にて型枠

を製作する．製作した型枠の中心に FBGが位置するよ

うに固定する．その後，液状のシリコンゴムを注入し，

シリコン埋め込み型 FBGの成形を行い，しばらく乾燥

させた後に，型枠から外して完成させた．作成後のシ

リコン埋め込み型 FBGの寸法は高さ 6.9mm，幅 5mm，

奥行き 25mmである．ここで，シリコンに FBGを埋め

込むことで，側圧に対する感度が向上するか，数値モ

デルを作成して解析を行った．解析には COMSOL 

Multiphysicsを使用し，モデルは一般的なシリコンゴム

の材料パラメータを使用した． 

 Fig. 2がシリコンゴムの数値解析の結果である．加圧

はシリコン中心部に対し，直径 5mmの円形剛体を接触

させて行った．シリコン内部には加圧による力が発生

し，シリコンゴムの長手方向に対して力が広がってい

る．このことから，シリコンゴム内に FBGを埋め込む

ことにより，側圧に対する力を光ファイバの軸方向の

力に変換できる可能性を示唆している．今後は，数値

解析的及び実験的にシリコン埋め込み型 FBG の動作

特性を検証する予定である． 
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Figure 1. Flow of making silicon-embedded FBG 

 

 

Figure 2. Result of silicone rubber pressurization 
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